
荒
止
四
年

六
月
;
十

一
日
軍

三
種
郵

便
物
認
可

〔
毎
月

一
同

一
目
罷
仔

一

書 學濟 鯉:學夫こ國帝…都宗

論濟

(禁

轄

載

)

1ド 禰 ◎・

零き四'ト 三乙第多気號

酬
行 幾 日 一 月 五 年 一ヒ=1和 昭

外
翻

…叢

相

纏
視

重

課

の

大

勢

ご

其

方

法

:

・

貨

f
「
の

僧

値

の

受

動

性

:

・
・
.
・
.

謝肛
會

理

春
心
と
帆
τ㌦

岨
千
口
及
ぺ
)
ミ

ー

ト

ス

.

研

究

,」

脚絆

斗

戴
F
・、
ご

し

で

・
り

ぴ
虹
搬
目
難
詰

.

一星p

手

工
{　

・

(

寿

㌧了

一
t

支

那

国

民

維

濟

序

説

・

:

・

取
引
所
組
織

の
再
吟
味

・
・
…

焼
津
鰹
漁
業

に
於

け
る
船
仲
組
織

・
・

迅覗

幹犯

輻

岡
藩

の
育
子
策

に

つ
い
て

.
:

貸

借
対
照
表

分
析

の
前
提

條
件

.
・

連

鎖
店
反
封
運
動

:

附

鐘
一

新
着

外
囲
経
済
雑

誌
主

要
論

題

・
法
學
博
士

騨

戸

正

雄

麦

學
博
士

高

田

保

馬

文
學
博
士

米

田

庄

太

郎

.、

し
.

`

「
」

-

=

」

一
㌦

緯

・

状

写
好

士

』

」

・

]

」
ス

嵜

ζ

【
I
I

「
」

-

!

「」

・
経
済
學
士

大

上

末

廣

・
経
済
學
士

今

西

庄

次

郎

・
"糧
嚢
學
士

岡

本

清

造

・
煙
霞
藩
士

本

庄

榮

治

郎

小

菅

敏

郎

・
経
濟
學
士

谷

口

古

彦



支
那
固
民
経
酒
序
説

第
三
十
四
啓

七
六
〇

第
五
紙

七
六

支

那

国

民

経

済

序

説

(上
)

-

圭

と

し

て
官

吏

資
本

を
中

心
と

し

て

-
I

太

上

)
.
撃
111°
｡

1.L.
官
吏
の
祭
生
と
官
吏
栗
本
の
itr頒
く
Et･1n
J
水
抑
欄
叔
)

三
F
官
吏
資

本
と
鮎
酒
粗
放
の
撃
北
｡

四
へ
答
筏
と
放
列
｡

瓦
､
結
語

t
t
笹

音

莱

こ
～
に
支
那
固
民
経
済
と
い
ふ
は
､支
那
国
民
国
債
の
う
へ
に
成
立
す
る
所
の
｡亦
支
那
国
民
生
活
を
範
囲
と
す

る
所
の
統

一
髄
と
し
て
の
交
通
経
醇
を
据
耕
す
to.
C
支
那
の
国
民
圃
鰹
が
'
諸
他
の
国
民
圃
鰹
に
於
け
る
と
同
株

に
'
共
同
組
織
鰭
と
相
互
組
織
髄
と
の
二
要
素
に
な
っ
て
柄
成
せ
ら
る
～
限
り
'
支
那
国
民
経
済
も
'
必
然
に
'

そ
の
構
成
要
素
と
し
て
共
同
経
済
層
又
は
国
家
経
済
盾
と
'
相

互
経
済
暦
又
は
洗
骨
経
済
暦
と
の
二
つ
を
持
つ
.

か

～
る
意
暁
に
於
け
る
l
又
か
ゝ
る
構
成
を
も
つ
所
の
支
那
国
展
経
済
が
'
金
牌
的
に
'如
何
..;b
る
特
質
を
も
つ

[･.

か
は
'
す
で
に
作
田
教
授
の
正
し
-
究
明
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
｡
具
鰹
的
に
い
へ
ば
'教
授
は
'支
那
圃
民
経
済
の

1
椴
的
な
特
質
は
'
そ
れ
が
封
外
的
に
は
'

1
度
幽
家
意
志
に
よ
っ
て
統
制
せ
ら
る
～
意
志
経
済
と
し
て
の
姿
を

I) 作田博士『自然経済 と意志糎済』六O頁 昭和四年 六月､弘文堂書房刊.
〇) 同上､六〇一 八〇貢 参照｡
3) 作田博士 『支那国民経済 の特質』九六一一二⊂)臥 東塩経済研究第十奄第-
耽o なは博士はかつて京大経済聾骨英文紀要K二も､支那尚艮任所の特質に
ついて執筆せられたが遺憾にも同書はいま手許に二祷合せないO



提

示

し

て
は

み

る
が

、在

内

的

に
は

、
依
然

と

し
て
、
自
然

運
動

を

つ
ゴ
け

る
自

然

経
濟

の
秩
序

、
し

か
も
國
民
維

濟

と
し

て
は

、
自
然

的

に
も
な

ほ
極

め

て
不

完
全

な

る
状
態

に
留

っ
て
ゐ

・o、
こ
と
を
教
示

せ
ら

れ
た
が

、
此

に
は

吾

々
後

學

の

一
行

を
も
加

は

ふ
る
を
要

し
な

い
で
あ
ら

う
。
拙
椅

は

、
支
那
困

民

が

、
彼

ら

の
相
互

組

織
膿

の
う

へ
に
織

り
な

し

た
肚

會
経
済

の
基
礎

的
な
特

徴
を
解

析

せ
ん

こ
と

を

、
そ

の
主

要

任
務

と
す

る
も

の
で
あ

り

、
又

か

、
る
解

析

に
必
要

な

る
範

園

に
於

い
て
、
恩
師

作
田
教

授

の
領
導

を
仰

ぎ

つ
.、
、
支

那
困

民
経
済

に
於

け

る
杜

會
経

濟

暦

と
國
家

経

済
層

と
が
持

つ
特

殊
な

る
關

連

に
論
及

せ
ん
と

す

る
も

の

で
あ

る
。

支

那
肚
會

の
縄
濟
交

通

が
、
い
ま
、
如

何
な

る
蟹
農

の
階

程

に
あ

る
か

、
又

そ

の
系
統
並

に
秩
序
が
如
何

な

る
本

質

を
も

つ
か

に
就

て
は

、
客
種

多
隈

の
見
解

ゲ
ほ

よ
陰

て

ま
る

る
罫

、
撫

し
・
k

圏

こ

つ

、
τ

、
、、
ご

、
釜
ド
t

'

♪
-

、」

.'
ノ〆
一

季

一

`

フ

釜

=
臨芋
一

げ
し

■
し

ノ
}

一「
ご
ノ
三

義
経

濟

と
な

す

も

の
、
封

建
叉

は
牟
封

建
経
済

と

な
す

も

の
、
及
び
前

二
者

の
中

間

に
位

す

る
と

な
す
も

の
即

ち
商

業

資
本

主
義

の
秩
序

に
あ

る
と

み

る
も

の
、

の
三

つ
に
分

ち
う

る
で
あ

ら
㍉

。
私

は
、
支

那
肚

會
経
済

の
系
統
並

に
秩
序

は
、
そ

の
基

本
的

構
成

に
於

て
は
、
所
謂
商
業

資
本

主
義

の
階

程

に
あ

る
と

み
る

の
で
あ

り
、
叉

そ
の
動

き

に
於

て
は

、
こ
の
階
程

か
ら

所
謂
近

代
資

本
主
義

の
そ
れ

に
向

っ
て

の
韓
換
期

に
在

る
と
考

へ
る
の

で
あ

る
。

そ
し

て
か

く
見

る
限

り

に
於

い
て
、
私

見

は
、
第

三

の
商
業

資
本
主
義

説

と
軌

を

一
に
す

る
も

の
で
は
あ

る
が
、

然

し

、
支
那

に
於
け

る
商
業

資
本

主
義

の
成

立
期

に
關

し
て
、
第

三

の

一
般
的

見
解

は
秦

以
後

と

み
る
に
封

し

て
、

私

は
宋

以
後

と

な
す
匙

に
お

い
て
、
叉

こ

の
も

の

、
本
質

を

な
す
も

の
と

し

て
官
吏

資
本

を
私

は
重
視

す

る
に
反

し

て
、
第

三

の
見
解

は

一
般

に
全

く
之

を
無

視

す

る
鮎

に

お

い
て
、

私

の
見
解

は

、
第

三

の

一
般

的
見
解

か
ら
離

支
那
国
民
縄
濟
席
～説

第
三
十
四
巻

七
六

一

第
五
號

七
七

4)
5)
o)

作 田博士 、 前掲 論 文 一 一 六頁 、並 に 前掲 書 一一 七 貫 目
田 中忠夫 氏 『支 那 繧 濱 の本 質』 二 五頁 ・ 煎 ε経 済 研 究 第+四 巻 第三 號 。

第 一 の見解 は、解 薫 振若 くは取 滑沢 と薦 せ ら る 」人 々に よっ て代 表 さる 玉見
解 で あ 切、第 二 は、第 三 イ ソタア ナ シ ヨナルに厨 す る所 の、叉 此 を取巻 く所 の
一 連 の人 々に よっ て提 唱 され て る る

。第:三 の見解 に届 ナ る もの は陶希 聖 派 と
稽 せ らる 、陶 希 望 、'栴子 息 、虎 子 その他 の 諸家 で あ る。



支
那
囲
尾
椎
療
序
訳

第

三
十
四
巷

七
六
二

第
五
鍍

七

八

れ
て
術
-
o

然
し
乍
ら
'
支
那
散
骨
に
展
開
さ
れ
た
る
交
通
経
済
の
系
統
並
に
萩
序
が
､本
質
的
に
は
'所
謂
商
業
資
本
主
義

の
階
段
に
あ
る
と
す
る
見
解
に
対
し
て
'
支
那
国
民
経
済
の
研
究
に
徒
事
す
る

一
連
の
マ
ル

ク
ス
主
義
の
左
翼
理

lり

論
家
達
か
ら
'
最
近
全
-
横
腹
的
な
鍵
つ
か
の
批
判
が
試
み
ら
れ
L
IO
従
っ
て
､
私
見
が
第
三
の
商
業
資
本
主
義

説
と
.
そ
の
主
要
部
分
に
於
で

1
致
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
'
私
を
し
て
F.
以
下
卑
見
を
展
開
す
る
に
骨
っ
て
'
こ

れ
ら
の
諸
家
の
批
判
に
封
L
T
t
私
の
立
場
か
ら

仙
腰
の
省
卿
を
な
す
こ
と
&
.
比
率

っ
ぺ
-
八
は
Le毎

年
を

.I.Fi

ノ.･L'1.J
ヒ
･_-一
'
ト)

ひ
る
で
あ
ら
-
こ
と
を
p
必
然
に
約
束
せ
し
ひ
る
O
伸
し
此
ら
の
答
覆
乃
至
反
批
判
は
､
私
の
行
諭
に
必
要
な
る

限
度
内
に
於
で
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
｡

拙
論
は
'
以
上
の
如
き
目
的
を
も
ち
'
ま
た
以
上
の
如
き
論
述
の
範
囲
を
も
つ
C
然
し
乍
ら
t
か
ゝ
る
意
園
の

下
に
拙
論
の
筆
を
進
め
る
と
云
ふ
こ
と
は
'
四
千
載
の
長
史
と
四
億
の
衆
民
が
'
花
大
な
る
地
積
の
う

へ
に
構
築

し
Ll支
那
幽
民
経
醇
の
全
様
相
を
'
完
全
に
分
析
し
把
握
し
う
る
と
云
ふ
こ
と
ゝ
は
'
仝
-
別
の
こ
と
で
あ
る
O

事
案
は
'
ま
さ
し
し

そ
の
反
封
で
あ
ら
う
.
私
は
た
だ
､
私
が
意
固
す
る
幾
つ
か
の
問
題
を
'
極
め
て
粗
薙
な

る
要
に
於
で
で
は
あ
ら
う
が
'
こ
の
小
論
に
提
起
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
｡

〓
'
官
吏
の
発
生
と
官
吏
資
本
の
生
成

支
那
に
於
け
る
赴
曾
経
済
が
'
地
方
分
散
的
な
市
場
集
散
の
状
態
か
ら
'
全
図
的
な
洗
通
景
買
の
初
期
の
秩
序

7) 逸丁氏 『陶希聖 氏の｢中歯社食の封建性｣を語みて』清銭支那月謎第四十=戟

禦 塩 露 憲 実 吾 盟 遥 遠 雪空淫 蒐讐 聖最 先 .覧 『毘思 想 b;
Uberdab､l'e't･ndt=SF(:udEtlLSmuS.derLeibelgerL･'ChartunddebIiandelskapltEtTs･
AgrarPTOLJleTne,BE､nd TL Heft.2,Ⅰ929.:,.S23声に258.田中忠夫氏『支那経



を

具

ふ
る
ま

で

に
螢
展

す

る
素
地

を
準
備

し

た

の
は
、
階

か
ら
唐

に
か
け

て
で
あ
り

、
又
か

～
る
素
地

の
上

に
立

っ
て
自

ら

ほ

∫

一
慮

の
完

成
を
な

し

た

の
は
、
宋

以
後

で
あ

っ
飛
、
と
私

は
考

へ
る
が

、
更

に
此

の
支

那
趾

會

の
相

互

経
済

が
所

謂
産

業
革
命

に
よ

っ
て
多

少

⑳
憂

化
を
示

し
出

し

た

の
は
、
清

末

に
於

け

る
五
國

通
商

以
後

で
あ

っ

た

。
而

し
て

か

く
の
如

き
登

展

の
過

程
を
池

つ
た
支

那

の
肚

會
緯
濟

に
謝
し

て
、
基

礎

的
な
特

徴
を

與

へ
た
も

の

は

、
官

吏
資

本

と
私
が
命

名

す

る

一
種

の
資

本

で
あ

る
と
愚

考

さ

る

、
が

、
官
吏

資

本
と

は
、
官
定

の
手

に
集
積

せ
ら
れ

て

一
定

の
濁
立
形

態

を
保

つ
に

い
た

っ
た
資
本

を
意

味

す

る
。
從

っ
て
、
此

の
も

の

、
性

質

を
明

白

な
ら

ヘ

へ

し

む

る
轡」
と

は
、
や
が

て
、
支

那
国

民
経
済

の

…
般

的
諸

特
.質

の

一
つ
を
解

明
す

る
こ
と

で
あ

る
。
然

し
乍

ら

、

官
嵐

資

本

の
生

成

と
曇
達

を
朋

に
す

る

に
は
、

ま
つ
官

吏

な

る

一
つ
の
杜
會

階
級

が

、
支

那

に
、

い

つ
如

何

に
し

て
登

生

し
生
長

し
た

か
、
叉

そ

の
性

質

如
何

を
明

か

に
す

る

こ
と
が

、
第

一
の
問

題

と

な

る
。

陶

希

望
氏

の
所
説

に
從

へ
ば
、
支

那

に
於

け

る
官
吏

の
登

生

は

、
春
秋

戦
国

の
時

代

に
在

b

、
秦
漢

以
後

そ
れ

が
長

足

の
螢
達

を
な

し

た
。
詳
言

す

れ
ば

、
春
秋

時
代

に
於

て
は
、
各
国

の
政
権

は
、
封
建
諸

侯

か
ら
新

興
貴
族

の
手

に
臨

し

た

の
で
あ

っ
て
、
常

時

に
於

け

る
齊

、
晋

、
楚

、
臭
等

の
諸

国
家

は
、
す

べ
て
貴

族

に
よ

っ
て
樹

立

せ
ら

れ
た
中
央

集
権
国

家

で
あ

っ
た

。
支

那

の
歴
史

は

、

こ
れ
か
ら
七

雄
圖
孚

の
戦
国

時
代

に
進

ん
だ

の

で
あ

る

が

、

こ
の
過

程

に
於

て
、
貴

族

は
相

つ
い
で
崩

壊

し

た
。
從

っ
て
、
戦
国

時
代

に
於

け

る
諸
國
家

の
政
権

は
、
も

は
や
封
建

貴
族

の
手

に
は
な

く
し

て
、
『
官
僚

士
大

夫

階
級
』
の
掌
握

せ

る
も

の

で
あ

っ
為

。
か

く
の
如

き

『
官
僚

政
治
』

の
諸
国
家

を
統

一
集
中

し
て
な

れ

る
も

の
が
奏

で
あ

る
。
從

っ
て
、
奉

は
官
僚

政
治

の
う

へ
に
構
築

さ

れ

支
那
国
民
経
濟
序
論

第
三
十
四
巻

,七
六
三

第

五
號

七
九

濟の本質』 前掲誌第十四巻第三號 三八一一一一四三頁、 並に 第十 四巻 第四號 四
四一 六三頁 。山名正孝 氏『中國 農業縄濟』商學詳論 第 一巻 第 二・三號 五三
二一五四七頁等。

・) 陶希聖氏 『中国杜會 之史的分析』三 四五 貝、民国十八年九月、新 生命書局刊。並
に同氏『中国肚會與 中国革命』一一七 一一一 二八頁、民国十 八年 、新生命書局。

2) 陶希聖氏 『中國肚會之史 的分析』二 六一一・七頁。



支
那
国
民
経
濟
岸
}設

第
三
十
四
巻

七
六
四

第
五
雅

人
○

の

た
中

央
集
権
國

家

で
あ

る
が
、

で
は

か
く

の
如

き
春
秋
戦

國
時

代

に
於

け

る
貴
族

の
消
滅
と
之

に
代

る
官

吏

の
興

起
と

は
、
何

に
よ

っ
て
可
能

で
あ

っ
た

か
。
氏

は
、

こ
れ

に
答

へ
て
、
周
末
秦

初

に
於

け

る
農

業

、
手

工
業

の
飛
躍
の

的
な
,登
達

、
從

っ
て
こ
れ

に
伜

ふ
貨

幣
使
用

の
贋

大

、
並

に
商
業

資
本

の
興

起
等

に
そ

の
原
因

を
求

め
ら

る

～
。

陶

氏

は

、
支

那
肚

會
史

の
優

れ
た

る
研
究
家

で
あ

る
が

た
め

に
、
氏

の
如

上

の
説

は
、
多

く
の
疸
從

者
を

も
ち
、

む

　ロ

　

ドめ
ロ

しレコ
ド
コ
レしこ

ロ

ら

し
ロご

のし
じこ
コ

ひ
ロザ
ル

ヘ
ラ

ド

ド
し

ロ

從

っ

て
ま

た

一
般

的

な

定

説

と

は

な

っ
て

み

る
が

、

然

し
遣

憶

に
も

、

刃

は
戯

に
承

所

守

る

を
誓

な

し
、

恒

徴

に

か

。
,
ま

た
如

何

な

る
瓢

に
於

て

か

。

以

下

必

要

な

る
限

度

に

お

い
て

、

簡

輩

な

る

理
由

を

の

べ
叉

批

判

を

加

は

ハ、

て

、

私

見

を

展
.関

す

る
緒

と

す

る

。

吾

々
は

、

周

末

秦

初

の

世

に
、

す

で

に
鐵

器

の
登

明

が

あ

り

、

ま

た

耕

牛

の
使

用

、

灌

漑

耕

作

の
接

大

の
行

は

れ

た

こ
と

を

知

っ

て
を

り

、

ま

た
此

ら

の

も

の

～
磯

明

乃

至

は
使

用

に
よ

っ

て

、
生

産

技

術

の
素

晴

ら

し

い
登

蓬

の

の
可
能

で
あ

っ
た

こ
と

も
、
容
易

に
推

知

し
う

る
。
然

し
乍

ら

、

か

、
る
生
産

技

術

の
進

歩
が

、
貨

幣

の
流
通

を

普
遍

化

し
、
商
業

資
本

の
確

立

に
基

礎

を
あ

た

へ
て
、
封
建

制
度

の
消

滅

に
導

い
た
か
は
、

一
個

の
問

題

で
あ

ら

聾

。
馬
端
臨

の
指
摘

す

る
如

く
、
周

か
ら
秦

へ
の
時
代

の
推

移

は
、
農

業
制
度

に
就

い
て

み
れ
ば

、井

田
制
度

か
ら

田

賦
制
度

へ
の
進

化

で
あ

っ
為
し
、
ま

た
商

業

上

に
於

て
は
、
商

業

の
隆

盛

と
商

人

の
華

々
し

い
活

動

で
は
あ

っ

た
。
然

し
乍

ら

、實

質

に
あ

っ
て
は
、
井

田
制

度

か
ら

田
鼠
制
度

へ
の
轄
化

は

、
封
建

領
主

た

る
侯
伯

の
土
地

所
有

が

、
た

だ
新

興
貴

族

に
と

っ
て
代
ら

れ

た
と

い
ふ

に
す

ぎ
す

し

て
、
そ
の
本
質

上

は
何

ら

の
憂
化

も
認

め
ら

れ
得

な

い
。

ま

た
當

時

の
商

人

は
、

今

日

一
般

に
観
念

せ
ら

る

、

も

の

と
は
全

く
性
質

を
異

に
し
て

み
た
の

で
あ

っ

3)陶 希聖 氏 『中国社倉之史的分析』三五一六頁..

言襟 諜篇翻翻農裂離紅謬毒亀 轟軒葎蠣 継 照.・
虎子 『中国商業資本 肚會的原始』一 四三一一八頁、陶希望氏編 『中國 問題之回6)

,)驚 欝 幾轟 代的雌 騨 與期 想自覚殿1勅 繍 第二+蜷 第八、



て
、
彼

ら

の
取

り
扱

っ
た
商

品
も
殆

ん
ど
全

く
領
土
⊥
の
享
樂

品

に
限
ら

れ

て
み

た
。
要

言

す
れ
ば
、
経
濟

的

に
ぱ

ヘ

へ

何
ら

質
的

な
憂

化

が
あ

っ
た
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

ロ

然

る

に
、
春
秋

戦
國

の
騒
齪

は

、
支

那
政
治

史

に
は

一
つ
の
時

代

を
劃

し

た
。

す
な

は
ち

、
月
代

に
於

い
て
封

建

諸

侯
が
掌
握

し

て
み

た
政
治
権
力

は
、
.
秦

の
建
國

に
よ

っ
て
新
興
貴
族

の
手

に
移

っ
た
の

で
あ

っ
て
、
史
家

は

之

を

中
央
集
権

国
家

の
樹

立

と
呼
ん

で
み

る
。
秦

に
於

け

る
中
央

集
橿

の
成

立

は
、
然

し
乍

ら

、
肚

會
経
済

の
登

達

の
結

果

で
あ

っ
た

の
で
は
な

く
し

て
、

む
し

ろ
、
遊

牧
民
族

の
侵

入

に
樹
抗

す

る
た
め

の
民
族

的
統

一
の
必
要

か
ら

で
あ

っ
た
。

か
く

、
遊

牧
民
族

の
中
原

へ
の
侵

入
は

、
中

央
集
灌

國
家

の
結

成

を
促
澹

は
し
た
が

、
し

か
し
、

常

時

に
於

け

15
経
済

の
系
統

並

に
秩
序

が
.

な

ほ
極

め
て
低
度

な

土
地
経
濟

の
状

態

に
留

っ
て
、
不
規

則

な
且

つ

孤

立

的
な
市

場
交
換

の
域

を
脱

し
得

な

か

っ
た

こ
と

は
、
容

易

に
貴
族

の
地

方
分

樫

的
な
割
擦

を
可
能

な

ら
し

め

た

の

で
あ

る
。
秦

か
ら
唐

末

に

い
た

る
支

那

の
政
治

は
、
そ
れ
故

に
、
か

、
る
中

央
集
権

国
家

と
地

方
分
権

的
勢
力

と

の
相

び
矛

盾

し
、
相

ひ
錯
綜

せ
る
渦
中

に
登
達

し
た

の
で
あ

っ
た

が
、
そ

の
政
灌

の
掌
握

者

は
勿

論
貴
族
.で
あ

の

っ
た
。

こ

の
期
間

が
約

一
千
年

で
あ

っ
て
、
易

氏

の
所
謂
『
貴
族

政
治
』
の
時

代
が

こ
れ

で
あ

る
。
漢

代

に
お
け

る

譜

學

の
全
盛

は

、
こ

の
華

か
な

る
貴

族
政
治

を
吾

々
に
物

語

る
有
力

な
資

料

の

一
つ
で
あ
ら

う
。
そ

こ

で
此

の
時

代

に
於

け

る
官

吏

の

こ
と

で
あ

る
が
、
支

那

に
於

け

る
貴

族
政
治

ば
、
右

に
み
た

る
如

く
中
央

集
権

的
傾
向

と
地

方

分
権
的

傾
向

と

の
併

立

の
上

に
築

か
れ

た

の
で

あ

っ

た

。

支

那

の
如

き
彪

人

な

る
中
央
國
家

の

一
.切

の
事

務

は

、
少
数

貴
族

の
手

の

み
に
よ

っ
て
は
、
完
全

に
途

行

さ

れ
え

な

い
。
從

っ
て

、

こ

～
に
官
吏

の
必
要

を

み
た
こ

支
那
國
民
経
濟
序
説

第
三
十
四
巻

七
六
五

第
五
號

八
一

九 、十L、 十 二號 審 照 。

馬端 臨 『文 献通 考』 田賦 考 序。8)

易君 主 氏 『中国 政 治史 要』 四九 一九 三:頁 、民 國+八 年 、商 務肩 書 館 刊 。9)



支
那
国
民
経
済
序
説

第
三
十
四
巻

七
六
六

第
五
號

八
二

と

は
當
然

で
あ

る
が

、
官

吏

採
用

の
最
初

の
機
關

た

る
選

畢
制
度

が

、
秦

時
代

に
す

で
に
存
在

し
た

の

は
、
こ
の

理
由

に
基

く

。
か
く

て

、
支

那

の
貴
族

政
治

は
、
全
然

官

吏

の
存
在

と
相
容

れ
な

い
の

み
で
は
な

く
、
却

っ
て
こ

の
も

の
を

必
要
と
し

た

の

で
あ

る
。
然

し
乍

ら
當
時

に
於

け

る
官
吏

は
、
あ

く
ま

で
も
貴
族

の
軍
な

る
補

佐

役
た

る

艦
す
ぎ

な

か

っ
た

。
官

吏

が
、

そ
れ
目
燈

燭

立

せ
る

一
個

の
杜
會

階
級

と
し

て
、
政
治

の
無
憂

に
登
場

し
た

の

は

、
こ
れ

よ
り
も
蓬

か
後

の
こ
と

で
あ

る
が

、

こ
の
貼

を
立
澄

す

る
有
力

な
史
質

は
、
秦

か

ら
漢

に
か
け

て

の
選

畢

制
度

が

、
名
義

上

は
そ

の
門

戸

を

一
般
庶

民

に
開
放

し

つ

〉
も
、

そ

の
實
質

に
於

い
て
、
殆

ん
ど
全

く
間
間
門

地
の
響

機
關
に
す
菩

か
ん

と
云
含

」
し
で
あ
る
・

か
く

て
秦

か
ら
唐

に

い
た

る
約

一
千
年

の
貴
族

政
治

時
代

に
は
、
官

吏

は
貴

族

の
軍

な

る
附
庸
と

し

て
存
在

し

た

に
す
ぎ

な

か

っ
た
と

云
び
う

る
が
、
然

し
、
こ
の
事
情

は
、
五
代

を
界

と
し

て

一
愛

し
た
。
欧

洲

に
在

っ
て
は
、

貴

族
政
治

の
歴
史

は
、

君
主

と
貴

族

と
が
互

に
そ

の
勢
力

を
孚

つ
た
確
執

の
歴
史

で
あ

り
、
又

こ
の
孚

が
君
主

の

勝

利

に
経

つ
た
歴

史

で
も
あ

る
。
支

那

で
は
、
貴

族
政
治

の
崩
壊

が
君
主

政
治

の
確

立

に
導

い
た

こ
と

は
、
欧
洲

諸
國

に
於

け

る
と
同

一
で
は
あ

っ
た
が

、

こ
の
愛

化

の
過

程

は
全

く
支

那
特
有

の
も

の
で
あ

っ
た
。
貴

族

の
勢
力

鋤

が

、
先

づ
最

初
の
打
撃

を
う
け

た

の
は
、
所

謂

五
湖

の
侵

入
と

こ
れ

に
件

ふ
晋

室

の
南

遷

で
あ

っ
た
。
漢

室
滅
亡

の
後

を
う

け
t
五
湖

十

六
國

の
働

が

、
支

那
民
族

を

し

て
彼

ら

の
三

代
以
来

の
租
業

.に
別
を
告
げ

て
江
南

の
地

に

移

ら

し
め

た

こ
と

は
、
.
一
方

に
は
貴
族

存
在

の
繧

濟
的
基

礎

を
動
揺

せ
し

め
、
他
方

で
は
彼

ら
の
肚
會

的

、
政
治

動

的
武
器
た
る
譜
牒
の
混
齪
に
結
果
し
た
。
か
く
の
如
き
貴
族
勢
力
の
衰
退
傾
向
は
、
唐
の
藩
鎮
制
度
に
基
く
武
士

工

10)

II)
12)

易 氏、前掲書 一 〇八一・九頁。 内藤虎次郎博士『支那論』四六頁、大正 三年 、
女會 堂書店刊。
常乃恵 『中国政 治制 度小史』五頁、民団十 七k-9,愛 文書局刊 。
顧 災武 『日知錐』通譜。



･i

の
出
現
に
よ
っ
て
'
定
に
拍
車
を
加

へ
ら
れ
た
と
い
ふ
事
が
出
凍
る
が
'
唐
の
中
期
か
ら
五
代
に
か
け
て
の
二
世

期
に
も
亙
る
大
親
模
な
且
つ
深
刻
な
内
乱
は
､
か
-
て
既
に
蝕
ば
よ
れ
て
ゐ
た
貴
族
の
存
在
を
'ま
づ
政
治
的
に
つ

い
で
牡
骨
的
･経
済
的
に
'根
こ
そ
ぎ
に
覆
し
て
了
つ
た
.
同
様
に
ま
た
'
こ
の
内
乱
の
塘
昔
者
で
あ
っ
た
武
士
も
'

相
互
に
守
ふ
こ
i
Jに
よ
っ
て
'
相
互
に
自
滅
す
る
の
結
果
を
招
い
た
～.
従
っ
て
､
未
の
建
国
は
華
か
な
る
且
つ
異

の
意
味
に
於
け
る
中
央
集
碓
国
家
の
自
然
寮
生
的
な
樹
立
で
あ
っ
㌦
の
で
'
内
藤
博
士
は
こ
れ
を
術
数
君
主
制
の

州

成
立
と
呼
ん
で
お
ら
る
～
｡
こ
の
期
間
も
ま
た
'
約

1
帯
鋸
で
あ
っ
て
'
大
聴
衆
か
ら
晴
末
に
及
ん
で
ゐ
る
｡
名

質
相
伴

へ
る
君
主
狗
裁
政
治
の
か

′
-
の
如
き
確
立
は
､

l
方
に
於
で
は
沈
代
決
梓
に
勤
怠
せ
ら
る
～
と
は
ヾ
間

11

の
人
民
の
財
産
私
布
楢
や
身
上
の
-iEE由
株
の
成
立
に
避
礎
を
興
へ
た
-
同
肺
に
~
他
方
で
は
官
変
の
花
大
な
る
哉

生
と
そ
れ
が
赴
骨
階
級
と
し
て
の
結
成
を
可
能
な
ら
し
め
LI
O
支
那
は
'
従
っ
て
､
朱
の
建
国
と
共
に
本
質
上
近

世
囲
象
の
域
に
進
ん
だ
と
云
ひ
-
る
が
'
然
し
'
こ
の
本
質
は
支
那
政
治
の
博
銃
的
特
質
た
る
徳
治
主
義
に
掩
ひ

か
-
さ
れ
て
'
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
於
け
る
と
は
全
-
異
る
様
相
を
呈
し
っ
ゝ
晴
夫
に
及
ん
だ
｡
こ
の
鮎
に
は
'

然
し
'
い
ま
は
立
ち
入
ら
L･t
い
こ
と
～
す
る
が
'
宋
よ
-
清
に
い
た
る

1
千
年
の
期
間
こ
そ
'繰
返
し
て
い
へ
は
'

諸
他
の
固
々
に
は
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
程
の
花
大
な
る
官
吏
が
､
支
那
政
治
の
培
骨
者
と
し
て
歴
史
の
舞
垂

に
華
々
し
-
登
場
し
た
時
期
で
あ
っ
た
o

す
で
に
ふ
れ
た
る
如
し

官
吏
登
用
機
関
た
る
週
摩
制
度
は
秦
湊
の
世
に
甑
に
存
在
し
L)が
'
そ
れ
は
殆
ん
ど

全
-
開
梱
門
地
に
狗
占
せ
ら
れ
て
ゐ
L1
.
普
室
の
江
南

へ
の
遷
都
が
結
束
し
た
貴
族
の
政
治
的
勢
力
の
衰
退
は
'

_

支
那
助
長
経
済
序
説

麓
二
二
十
田
巻

七
六
七

第
五
菰

八
rlT

13) 内藤博士､前掬昔 二〇一四貢o
Ⅰ4) 常力感､前璃香 七京｡
Ⅰ5) 内藤博士､前視凄 二五貫｡



支
那
国
民
経
済
序
説

.第
三
十
四
巻

七
六
八

第
五
號

八
四

・階

に
於

け

る
選
暴

制

度

の
霰

止

と
之

に
代

る
科

畢

制

度

の
成

立

と

に
導

い
た

。
然

し
乍

ら

、

か

く

登

生

せ

る
科

翠

制

度

も

v
陪

か
ら

唐

に
於

て

は
尚

ほ
奮

貴

族

の
勢

力

に
妨

げ

ら

れ

て

、

そ

れ

が

も

つ
眞

の
機
能

を
登

挿

し

得

な

か

つ
、た

っ

こ

の
事

情

は
然

し
乍

ら

宋

以

後

に
全

く

一
…愛

し

た

。

具

膿

的

に

い

へ
ば

、

五

代

の
世

に
古

き

統

治

階

級

と

し

て

の
貴

族

が

完

全

に
消

滅

し

た

の

で

、

宋

以

後

は
貴

族

に
代

る
統

治

者

を

一
般

庶

民

の

間

に
求

む

る

の
外

は

な

が

っ

た

っ
布

良

將

相

の
新

な

る
局

面

が

、

か

く

て

、

宋

以

後

眞

の
姿

に
於

い

て
繰

b

ひ

ろ
げ

ら

れ

た

と

言

ひ

う

る

.が

、
-事

貴

家

以

後

に
於

け

る
科

羅

制

度

は

名

賞

典

に

そ

の
門

戸

を

廉

く
肚

會

に

お
し

開

い
た

。

し

か

も

、

支

那

の

旧
き
巽

・に
よ

る
頁

七

》
L
目
ず

る
劃

こ
あ

っ
て

ま

、

流

治

者

D
敦

ま

必
決
m
に
多

数

な

ら

ざ

る
を

得

な
.い
。
科

塞
.制

度

』タ
.と一方

「ノ
『」

,
f

h
,.'-
一ノ

・

」
ヒ聖
}

`
リ

`

ヌ

、-
.Fノ
.一
i.一.'蒔
"

釜

1

,F.「」1一,【
ー

ノノ

ー

.一'
一
"-
一

に

よ

っ

て
治

者

た

る

の
資

格

を

與

へ
ら

れ

た
所

謂

士

大

夫

階
級

が

、

こ

れ

以

後

尨

大

な

る
集
積

と

し

て
政

治

の
舞

ゆ

垂

に
現

ば
れ

た
根

撮

は
ま
ざ

し
丸
こ
忘

に
横

は

つ
て
み

る
o
ま
た

か
ぐ

し

τ
登
生

し
だ

官
吏
ぱ

、
彼

ら

の
知
識

的

　優

越
の

故

に
、
何

事

に
よ
射
す
世
襲

を
重

ん
中

る
支

那
肚
會

に

一
つ
の
階

級
ど

し
で
急
速
に
結

成

す
,る
に

至
っ

た

の

で
あ
6
6
.

、一

・
.∵

,

、
、卜

.、

・.、

・

.

「
∴

、

～

,
、』

」
以
上

は

～
官

吏

の
登

生

に
◇

い
て
の

極

め

て
粗
雑

な

る
記
述

で
あ

る
が
、
然

ら

ば
湘

か

く
登
生

せ

る
官
吏

は
如

何

に
し

て
自

ら

分
手

に
富

を
蓄
積

し
得
だ

か
。

こ
れ
が
次

に
解
明

す

べ
き
問

題

で
あ

届
。

こ
の
基
本

的
諸

原

因
と

じ

で
擧
げ

ら

る

べ
き
も

の
は
、
『
本

省

回
避

之
制
」
と
租
税
負

請

の
制

度

並

に
科
暴

制
度

に
横

は

る
特
殊

な
機
能

と

コ

で

あ

る

が

》

一.旦

成

立

し

た
官

吏

へ
の
富

の
蓄

積

を

し

て
加

速

度

的

た

ら

し

め

た
も

の
は

、

明

以

後

の
銀

貨

幣

の

普

遍

的

使

用

で
あ

る

q
、

-
.

、

・

,

.

.
-

.

・
.

口
、

】6)周 谷城 『中国砒會之結構』一三三頁、民国十九舘 、i新生命書局刊 。



漢
代

に
於
け
る
郷
官
の
自
治
制
が
『
回
避
之
制
度
』
に
取
っ
て
代

っ
た
の
は
、
階
の
交
情

に
始
ま
り
明
に
い
た

っ

て
大

成

し
た
。
「.
あ

制
度

に
よ

れ
ば

、
本

省
人

は
本
省

の
官

吏

た
り
得

な

い
の
み

で
な

一
、
同

死

に
三

ヶ
年

以

上
留
任

す
る
を
許

さ
れ
な

い
し

、
ま

た
妻

子

を
任
地

に
伜

ふ
こ
と
を
も
許

さ
れ
な

い
。
從

っ
て
、
官

吏

が
任
地

に
赴

く

こ
と

は

、

一
人

の
轟
族

の
身

と
な

る

こ
と

で
あ

る
が

、
官
吏

の
か

、
る
族

人

化

は
、

一
方

に
於

て

は
官
吏

自

膿

の
商

人
化

と
な

っ
て
現
は

れ
、
他
方

で
は
肯
吏
、
幕
友

の
登

生

に
道
を
開

く

こ
と

で
あ

っ
た
。
前
者

に
つ
い
て
易

氏

が
『
痛

心
之
言
善
因

之

所
謂
官
吏

殆

一
種
攣

相
商
人
而
商

人
中

之
最

利
益
春
』
と
痛

嘆

し

て
を
ら

る

、
が

、
事
實

右

に
見
た
.、
如
き
地
方
官
吏
の
規
定
は
、科
翠
制
度
の
擁

に
横
は
る

糧

の
事
實
と
か
ら
ん
で
、纂

を
し
て
必

然

、に
彼

ら

の
本
来

の
職
分

に
忠
實

な
ら

し
む

る
よ
り

は
、

そ

の
任
地

に
ぎ

て
自

ーー

の
懐

を
肥

さ
し
む

る

に
傾

か

し
め
た
。

一
種
の
事
賓
と
は
、
科
翠
の
試
楚

攣

る
た
め
に
も
試
験
の
通
過
後

に
事
實
任
官
せ
ら
嚢

た
め
に

　

ロ

も
、
過
多
な
、
費
用
と
時
間
と
を
必
要
と
葱

の
で
あ
・
が
、
宋
以
後

に
於
け
・
受
馨

の
大
部
分
は
・
有
能

で

は
あ
る
が
除
り
富
箏

ら
ざ
"⇔
一
般
喪

で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
ら
の
慮
薯

歯

す
る
纂

の
貸

の

與
は
、
支
那
で
は
有
利
な
且

つ
専
門

の

;

の
欝

と
し
て
成
立
し
藩

ど
で
あ
・
が
・
そ
れ
ら
親

畢
の
受

馨

は
、
か
-
て
常

に
莫
大
な
・
欝

接

し
め
ら
れ
通
し
で
め
っ
た
。
そ
れ
故
に
・
彼
ら
が

亘

仕
官
し
赴
任

す

れ
ば

、
自

ら

の
借

財
着

た

る
地
位

を

脱

し
よ
う

と
望

む

こ
と

は
勿

論

で
あ

る
が
、
出
来

う

べ
く
6
1ば

却

っ
て
自

ら

を
貸
與

者

の
列

に
引
き

上
げ

よ
　
と

す

る
・
と

は
、
極

め
て
見
易

き
道

理

で
あ

る
・
妻

ま

た
・
此

の
望

を

満

す

た

め

に
、
彼

ら
は

、
官

吏

で
あ

る
と
云

ふ
有

利

な
地
位

、
し
か
も

族
人

で
あ

る
と

い

ふ
身

軽

さ
の
ゆ

え

に
、
あ

ら

支
那
国
民
欝

窺

第
三
+
四
拳

七
六
九

釜

號

"八
五

・7) 易 氏 、前掲 書 一 四七 頁。
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支
那
国
民
縄
濟
序
説

第
三
十
四
巷

七
七
〇

第
五
號

八
六

ゆ

る
機
會

を
と
ら

へ
て
活

動
を
な

し
得

た
。

こ

の
活

動
に

物

的
基

礎

を
與

へ
た
も

の
は
、

租
税
徴
牧

の
官

吏
負

請

制

一

包

租

の
制

1

で
あ

り

、
人
的
基
礎

を

附
興

し

た
も

の
は
、
晋
吏

、
幕
友

で
あ

っ
た
。

支
那
の
官
吏

の
重
要
な
る
職
務
の

一
つ
は
租
税
の
徴
牧
で
あ
る
が
、
租
税
の
徴
牧
は
、
支
那
で
は
古
家
官
吏
の

請
負
と
な
っ
て
み
る
。
省
政
府
は
中
央
政
府
よ
り
、
ま
た
縣
政
府
は
省
政
府
よ
り
、
夫

々
命
ぜ
ら
れ
た

一
定
額
の

租
税
を
夫

々
自
己
の
責
任
に
於

い
て
納
入
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
の
地
方
政
府
が
人
民
か
ら
徴
牧

鋤

ず

る

額

は

、

全

く

そ

れ

ら

の

も

の

〉
自

由

に

任

さ

れ

て

み

る

。

從

っ

て

、

縣

政

府

が

直

接

人

民

か

ら

徴

牧

す

る

額

。P
雪

女

肝

＼、
D
乱
売
}寸

韻

こ

切
£
趾

乖9
2
」
二

と

ま

ち
・h
・
.り

る

.P
、

か
コ
芝
騨
よ

ア
一
D

可

揺

生
、を

改

束
}
こ
L
一、
つ
＼、
.τ
穿
孔
日
野
　

ズ

笥

〕
.ア

「
(

叢

イ

孝

畳

釦

・、≡

、

、

}

`

ーフ

「

一」

`

-
(

一-
」
「
4

,
弔
、「う

駈

;

ノ

7
」

}
二

る

。

省

政

府

と

中

央

政

府

と

の

關

係

も

亦

同

一
で

あ

っ

て

、

此

ら

の

差

額

が

官

吏

め

私

嚢

に
流

れ

込

む

こ

と

は

勿

論

で

あ

る

コ

こ
.れ

は

官

吏

に

と

っ

て

は

、

ま

さ

し

く

『
土

あ

る

所

に

財

あ

り

』

で

あ

る

が

、

人

民

に
在

っ

て

は

、

劾

『
租
税

}
を
納

め
.ん
が

た
め

に
實

際

は
十

を

支
出
』
せ
ね
ば

な
ら

ぬ
の
で
あ

る
ゆ

こ
れ
と
金

風
反
射
「の
、こ
と

が
、
中

央

政
府

か
ち
省

若

く
は
縣

の
諸

政
府

に
支

出

さ

る

㌧
諸

種

の
経
費

に

つ
い
て
見
出

さ

る

、
の
で
あ

る
。

そ
の
他

、

裁

判

、
監

獄

、
土
地

の
踏

査

、
人
民

の
救
恤

、
敏
育
等

、
支

那

の
官

吏
が

省

ほ

一
切

の
職
務

は
、
す

べ
て
彼
ら

の

私
財

を
肥

す
温

床

で
あ

り
、

ま

た
官
吏

の
収
斂
.を
し

て
、
益

々
増
大

な
ら

し
め

た
も

の

は
、
彼

ら

の
面
子
戚
情

と

繭

宗

法

的

な
家

族
制

度

と

で
あ

っ
た

が
、

こ
の
温
床

の
培
養

の
任

に
直
接

あ

た

る
も

の

こ
そ
背
吏

、
幕

友

と
禰

せ
ら

跼

る
～
半
官
孚
民
の
存
在
物
で
あ

っ
た
。

以
上
の
如
き
支
那
政
治
の
特
殊
機
構

に
促
さ
れ
て
、
官
吏

に
は
屯
人
な
る
富
の
集
積
が
行
は
る
㌧
。
官
吏

へ
の

2・)

21)

22)

23♪

陶希望氏 『中國 杜會 之史的分 析』一二四頁 。
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富
の
集
積
は
'
そ
の
成
立
偵
伸
と
し
て
t
L
J.i｣
如
上
の
特
殊
な
政
治
機
能
と
蒐
大
L･言

人
民
と
が
あ
れ
ば
そ
れ
で

充
分
で
あ
る
が
'
然
し

古

壷

成
せ
る
官
吏

へ
の
富
の
集
積
が
'
敵
骨
の
表
面
に
明
白
.JIb
to
撃
冨

)つ
て
現
は

れ
､
且
つ
そ
の
速
度
が
急
速
に
な
っ
た
の
は
'
貨
幣
使
用
の
普
及
特
に
銀
錠
の
使
用
が

1.
般
化
さ
れ
た
以
後
で
あ

っ
た
.

貨
幣
の
基
本
的
職
能
の

一
つ
が
､
財
貨
洗
通
の
手
段
に
在
る
こ
と
は
､
殆
ん
ど
疑
な
き
こ
と
で
あ
る
が
t
か
～

る
本
質
的
機
能
か
ら
そ
れ
畑
附
随
的
榔
経
と
し
て
の
僧
侶
貯
頻
の
手
段
が
必
然
に
寮
生
す
る
こ
と
も
亦
､

一
般
に

承
認
廿
ら
る
j
崩

で
あ
ら
AEIc
換
言
す
れ
ば
≠
貨
幣
が
す
べ
て
の
財
貨
に
た
い
し
て

一
般
的
弦
等
僧
の
関
係
に
立

つ
も
の
で
あ
る
限
-
~

一
切
の
富
の
代
衷
者
と
云
ひ
う
る
｡
従
っ
て
､
財
貨
交
換
の
優
蓮
に
と
も
な
ひ
.
過
剰
生

産
物
は
貨
幣
の
形
態
に
か
へ
て
貯
威
せ
ら
る
…
)
と
ゝ
な
る
.
貨
幣
が
か
-
蓄
財
の
手
段
と
さ
れ
る
に
至
る
こ
と

は
'
然
し
乍
ら
'
商
品
沫
通
の
馨
達
が
す
で
に
あ
る
程
度
に
ま
で
遷
し
た
後
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
が
'
同
時
に
貨

幣
が
か
.,
る
薪
な
る
職
能
を
有
効
に
い
と
L･t
む
た
め
に
は
'
貨
幣
の
素
材
が
貴
金
属
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
O
従
っ
て
'
貴
金
属
貨
幣
の
出
現
に
よ
っ
て
'
富
の
蓄
積
は
累
加
的
に
進
む
こ
と
ゝ
な
る
O

支
部
に
於
け
る
金
属
貨
幣
の
出
現
は
､
太
埠
時
代
に
あ
NSIと

一
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
,
然
し
そ
れ
は
畢
L･･

る
樽
読
以
上
に
は
出
で
な
い
の
で
あ
っ
て
､
科
噂
の
頗
密
な
る
考
将
は
､
そ
G
薄
集
時
期
が
≠
岡
山
瞳
で
あ
る
L
J

8

教

へ
て
ゐ
G

o

然
し
乍
ら
'
秦
か
ら
情
に
い
た
る
約
八
百
年
間
は
,
章
票
元
が

『
五
錬
儲
時
代
』
と
呼
ぶ

鉦

磯
と

貨
物
貨
幣
と
の
並
行
時
代
で
あ
る
.
庸
以
後
然
る
に
こ
の
形
勢
に
は
奨
化
が
生
じ
L
!o
す
な
は
ち
､
普
室
の
湾
南

支
那
歯
民
緒
蹄
序
説

準

二
十
_F
℡

七
ヒ
'

寄

k

J故

へ
ヒ

ll) K･恥 ltfe,ich.,DasGeld.Ⅰ923.S.2白3,3工7-
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支
那
親
展
経
済
序
説

第

三
十
四
巷

七
七
二

第
五
蚊

八
八

と
そ
れ
に
座

ふ
後
人
の
南
方
開
馨
は
､
唐
時
代
に
す
で
に
南
方
の
銀
鉱
使
用
を
可
能
な
ら
し
め
た
が
t

か
～
る
銀

錠
の
使
用
の
範
囲
は
.
末
代
に
い
た
っ
て
北
方
に
ま
で
探
大
L
t
今
日
支
那
に
於
け
る
銀
錠
流
通
の
系
統
と
秩
停

は
'
大
憶
明
に
於
い
て
作
-
上
げ
ら
れ
た
と
云
ひ
-
る
｡
そ
れ
故
に
'
銀
鉱
に
よ
る
租
税
徴
収
は
､
宋
代
に
飴
め

て
現
は
れ
'
や
が
て
明
代
の
『
米
穿
折
銀
之
制
』
と
し
て
完
成
し
た
G
r
で
あ
り
'
ま
た
官
史
'
軍
隊
の
俸
給
の
支
排

制
が
銀
錠
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
も
･
此
の
明
以
後
の
こ
と
で
あ
NSI.
王
安
石
の
『
免
役
法
』
は
こ
の
憂
化
の
過
程

に
立
て
ら
れ
た

T
つ
の
里
程
束
と
し
て
の
意
鵜
を
も
つ
｡

か
1
.で
'
宋
以
後
に
於
け
る
銀
錠
の
普
及
に
と
も
な
か
'従
凍
徐
々
と
し
て
術
は
れ
た
官
吏

へ
の
富
の
集
積
か
､

そ
れ
以
後
急
速
に
僚
蓮
し
た
と
推
知
し
-
る
.
『
三
年
晴
知
府
十
万
雪
花
銀
』
の
任
言
は
t
か
-
し
て
宋
以
後
の
赦

骨
の
現
賓
を
そ
の
圭
ゝ
に
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
'孜
々
と
し
て
勉
撃
に
つ
と
ひ
る
尤
大
だ･t
る
議
書
階
級
が
､

競
っ
て
官
位
に
つ
か
ん
と
す
る
の
は
'
こ
の
役
目
に
こ
そ
天
才
の
最
後
の
且
つ
最
高
の
確
語
が
あ
-
紳
壇
が
あ
る

椛

か
ら
で
は
な
-
'
官
吏
と
な
る
こ
と
は
同
時
に
富
豪
と
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
t
と
『
支
那
経
済
全
書
』
の

括
摘
す
る
の
は
勿
論
正
し
い
.

ペ
-
･
ナ
づ
フ
は
..
支
那
の
『官
吏
の
副
牧
人
は
､
高
級
官
吏
に
あ
つ
て
は
'
公
の

給
料
の
平
均
三
十
倍
で
あ
-
'
下
級
官
吏
に
於
て
は
'
五
十
倍
以
上
に
達
す
る
』
と
驚
異
の
聾
を
あ
げ
て
を
-
'

ま
た

1
八
八
二
年
五
月
二
+
7二
日
の
『
北
京
新
報
』
は
'
あ
る
虞
東
の
官
吏
が
'
教
ヶ
月
間
に
十
万
両
を
'
す
L･t
は

pS

ち
普
通
の
官
吏
よ
-
は
蓬
か
に
多
-
の
富
を
収
得
し
た
と
云
ふ
記
事
を
掲
げ
て
之
を
非
難
し
て
ゐ
る
''

官
吏
の
任
務
は
『
欠
分
』
の
言
葉
が
奉
不
す
る
如
-
に
'
極
端
に
い
へ
ば
､
任
地
に
於
け
る
自
己
の
収
入
を
算
定

2g)願災武､前鵜書 『銀』｡
29) 東亜同文訴査骨､前鵠書 第-頼､一七大京0
30) ウイットフォーゲル著､二本猛虎評 『支那は眼卸 t,行 く』四〇京 より再録､
昭和三年､自二換杜｡



楽

聖籔

髪
隊
凶駆
肛

す

る
こ
と

で
あ
り

、
あ

ら
ゆ

る
種

類

の

『
義

務
』

の
形

を
と

っ
た
租
税

が

、

こ
れ
以
上

に
引

上
げ
ら

れ
う

る
か
否

か
、
若

し
引

き
上
げ

ら
.る

、
と

す
れ
ば

そ

の
程
度

如
何

を

、
人

民

の
負

謄
能
力

と
辛
棒

と

の
標
準

に
從

っ
て
判
断

す

る
こ
と

で
あ

る
。

こ
の
事

の

た
め

に
、
宋

以
後
今

日

に

い
た

る
ま

で
、
支
那

肚
會

の
到

る
所

に
、
時

に
は
地

方

的
な
又
時

に
は
全
國
的
な
性
質
を
帯
び
た
庶
民
の

一
揆
-

流
冠
一

が
尨
大
な
る
集
積
と
し
て
表
は
れ
た
の
で

あ

り

、

又

こ

の

上

に
、

一
連

の

王

朝

が

時

に

は

興

り

時

に

は
亡

ん

で
、

過

去

に
於

け

る
支

那

歴

史

に
限

り

な

き

反

覆

を

繰

返

さ

し
む

,る

こ

と

、
な

っ

た

。

ま

さ

し

く
槿

花

一
朝

の
榮

で
あ

り

、

一
夕

の
衰

で
あ

っ
馬

。

然

し
乍

ら

、
此

ら

の
諸

現

象

を

と

ら

へ
て
、

支

那

鯛
麺

窺

鷹

D

特

吸

塾

略

生

を

曇

楚

障

ナ

よ

う

と

ノ
又

並

鷲

ノ

'
一
一

ノi

♂4,・1
旱

〔
F

着

-

B
イ

一P∠
そ

∠
一

嘱

、
1「■
'
一1
一二二ロ
ー

よ

う

と

す

る

こ

と

は

、

私

見

か

ら

す

れ

ば

、

決

定

的

な
誤

謬

を

犯

す

も

の

で

は

あ

る

。

が

同

時

に
官

吏

の

手

に
集

積

さ

る

、
富

の
形

成

並

に
そ

の

登

達

が

、

そ

削

以
後

に
於

け

る
全

支

那

杜

會

の
経

濟

系

統

並

に
秩

序

を

そ

れ

以

前

に
於

け

る
も

の

乏

は

、
原

理
的

に
医

別

す

る
基

礎

と

な

っ
た

こ

と

を

否

認

せ

ん

と

試

む

る

こ

と

は

、
前

者

と

は

反

射

の
誤

を

犯

す

も

の

で

あ

ち

う

。

前

者

の
問

題

を
取

扱

ふ

こ
と

は

、

拙

論

に
課

せ
ら

れ

た
任

務

の
埒

外

に
横

は

つ

て

み

る

。

從

っ
て

、
問

題

を
後

者

に

の

み
限

定

し

て
筆

を

進

む

る

で
あ

ら

う

。

支
那
国
民
纏
濟
序
説

第

三
十
四
巻

七
七
三

第
五
號

八
九
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